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1.中 文図書には、内容からすれば、新書 も古典 もあるし、形態からすれば、現代装丁の図書 も











みに日本 目録規則 も日本十進分類法(NCR)も 、たてまえから言えば、図書をこのように扱っ















4.も ちろん、司書は参考書 を駆使 して、整理にあたるはずであるが、何 よりも目録規則にしば
られるから、日本目録規則に基づいて、1ま たは2の 記入を行う筈である。 これならば、目録
の標準化はできる。 しかし、図書の実態からは遥かに遠い目録で、利用者は著 しくとまどうで
あろう。だからといって、5の 記入法を規則に取 り入れたならば、目録のデータベース化 はお
ぼつかないであろう。では、何のための目録規則であり、目録のデータベース化であるか。こ
の悩みが作業を遅 らせている理由であった。ところで目録の外を見た場合、たとえば通産省主
導のJIS漢 字ひとつ取って も明らかであるが、あらゆる標準化は、このような問題 を残 して
進んできたように思える。









1南 詞新譜上下 詞隠先生編著 鞠通生重定
北京市中国書店、19852冊18.4cm
2南 詞新譜上下 詞隠先生編著 鞠通生重定
北京市中国書店、1985影 印2冊
原本:明 嘉靖(1522-1566)刻 本
3a廣 輯詞隠先生増定南九宮詞譜26巻 明 ・沈環(詞 隠先生。1553-1610)撰
清 ・沈自晋(鞠 通生。1583-1665)重 定
北京市中国書店、1985影 印2冊
原本:清 順治十二年乙未(1655)呉 江沈氏不殊堂刻本
3b廣 輯詞隠先生増定南九宮詞譜26巻 明 ・沈環(詞 隠先生。1553-1610)撰
明 ・沈自晋(鞠 通生。1583-1665)重 定
1985年 北京市中国書店用順治十二年乙未(1655)呉 江沈氏不殊堂刻本影印2冊
4a廣 輯詞隠先生南九宮十三調詞譜26巻 明 ・沈環(詞 隠先生。1553-1610)撰
明 ・沈自晋(鞠 通生。1583-1665)重 定
北京、北京市中国書店、1985影 印2冊
原本:清 順治十二年乙未(1655)呉 江沈氏不殊堂刻本
4b廣 輯詞隠先生南九宮十三調詞譜26巻 明 ・沈環(詞 隠先生。1553-1610)撰









明 ・沈環(詞 隠先生。1553-1610)撰 明 ・沈自晋(鞠 通生。1583-1665)重 定
1985年北京市中国書店用順治十二年乙未(1655)呉 江沈氏不殊堂刻本影印2冊
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1.10646UCS
1993年5月 に新 しい国 際標 準 文 字 コー ドで あ るISO-IEC10646が 出版 され た。Universal
Multiple-OctetCodedCharacterSet、略 名 をUC と い う。 この文字 コー ドは約3万 の文字 を
含 んだ巨大 な文字表で、754ペ ージに も及 んでい る。 この文字 コー ドはこれ までの、JISコ ー ド
やGBコ ー ドの ような各 国語用の もので はな く、国際的 にこの文字 コー ドだけで(一 般的 な)
すべての言語が表記 で きることをめ ざしてい るものである。当然、書誌 データベ ースの国際流通 、
あるいは国際的 なネ ットワー クに及 ぼす影響 は大 きい もの となることが予想 される。 ここで は、
この文字 コー ドについて若干の紹介 を行 い、東アジア書誌 データベースの国際流通 にお よぼす影
響 を考察す る。
1.1こ れ までの文字 コー ド
た とえば 日本 で はほ とん どの コ ンピュー タがい わゆ るJISコ ー ド、JISXO201お よびJISX
O208を 使用 している。一方、た とえば中国で はJISの かわ りにGBコ ー ドが、 また韓国ではKS
コー ドな どが使われて きたわけで、 どの国 も国内的な交換 と処理 に関す る限 り、各国文字 コー ド
によ り(そ れぞれ、外字 や、非標準の文字 コー ドとい った問題 をかか えなが ら)コ ンピュータ処
理 を発達 させて きた。
ところが 、 この状況 はい ったん国際的 な交換 をしようと思 うと大 きな問題 とな って しまう。
KSコ ー ドで記録 され た韓 国 ・朝鮮語 の書誌 デ ータや、文書 を 日本 で受 け取 って処理 しようと
思 って も・JISコ ー ドの 中にはハ ングルが存在 しない。 中国語 をGBコ ー ドで記録 した場合、 よ
ほ ど運が良 けれ ばJISコ ー ドにある漢字 だけで表せ るか も しれ ないが、一般 には変換 で きない
漢字が多す ぎてそのまま処理する ことは難 しい。 もちろん、欧米の コンピュー タでこうい った東
アジアの言語 データを処理するこ とは、特殊 な環境 を用意 しなければで きなかった。
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